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通常総会議案などを承認
第１回役員会を開催

総会への上程案等を審議した

開会のあいさつをする下地会長

　平成30年度第１回役員会を５月14日、建労セン
ターで開催した。
　開会のあいさつで下地米蔵会長は、政府が進
める働き方改革において、「行政は単年度予算執
行により工事を発注し、われわれ業界は週休２日
制を実施しながら工期内に工事を完成させなけ
ればならない。また、人手不足による人件費の高
騰など、企業は厳しい状況にある」と指摘し、企
業が利益を出せる構図を作り出すことが重要と強
調。給与ベースアップや若年者の入職促進などさ
まざまな課題と調和を図りつつ、業界一丸となっ
て行政側にも働きかけ、適正な利潤確保のための
体制づくりに取り組んでいこうと呼びかけた。
　議事では、会員資格の承継３件と退会届１件に
ついて報告、全会一致で承認した。第69回通常総
会については、総会当日のスケジュールの説明と
総会に上程する議案について審議が行われた。
　平成29年度の事業報告では、社会資本整備の
充実並びに協会会員優先活用に向けた取り組み
として、国土交通大臣へ直轄工事における県内業
者優先活用、県および内閣官房長官等に那覇空
港の機能拡張整備を要請したことを報告。中間前
金払規程の採用に関する要望では、県内20市町

村に要請活動した結果、約３割にとどまっていた採
用が現在、約８割の自治体で制度を導入、有効に
使える制度として各自治体においても採用拡大に
つながっていると説明した。また、今年２月に沖建
協、県、沖縄総合事務局の３者による災害時におけ
る緊急的・応急的対策等の支援に関する「包括的
協定」を締結したことを報告、建物崩壊や道路決
壊などの緊急・復旧対応で建設業界が行う道路啓
開作業は重要な役割であることを改めて確認し
た。このほか、企業の社会的責任（ＣＳＲ）への対
応、社会貢献活動として社会保険未加入対策説明
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会の開催や青年部会による献血キャンペーンの実
施、適正な入札・契約制度等に向けた取り組みと
して沖縄県建設産業ビジョン推進委員会への参
画や総合事務局営繕部や県土木建築部との意見
交換会など。さらに、昨年新たに取り組んだ会員
限定の工事総合補償制度の導入、会員の「見える
化」実施に向けたキャラクター「あんぜんぼーや」
のシール配布など、主要事業の報告を行い、総会
へ上程されることが承認された。その後、平成29年
度決算、平成30年度予算案に関する説明を行い、
30年度事業計画案とともに総会へ諮ることが承
認された。また、役員改選に伴う正副会長選任案
も示され、その中で上原惠子副会長の退任が報告
された。
　その他事項では、 総務委員会から全国建設業
協会や建設業福祉共済団、沖建協表彰の各受賞
者報告があったほか、事務局から麻疹（はしか）拡
大防止対策についての周知、全建主催の建設工
事の施工上の工夫・改善、事業提案事例の募集呼
びかけと、平成29年度版防災研修への参加呼び
かけを行った。
　閉会のあいさつで上原惠子副会長は「今回の議
事は、総会に上程する議案について審議しても
らった。総会当日には議事進行がスムーズにいくよ
うお願いしたい」と呼びかけた。また、３期を振り
返り「いろいろと勉強させてもらった。皆さんのお
かげで職務を果たすことができた。ありがとうござ
いました」と感謝の言葉を述べた。

○議事
１、会員資格承継：【中部支部】琉球建設産業㈱
　（代表取締役友利忠彦）、【北部支部】㈱山昇建
　設（代表取締役新田孝利）、【宮古支部】㈱南西
　建設（代表取締役与那城敏）
２、退会届：【宮古支部】㈱東宝土木（代表取締役
　花城雅昭）
３、第69回通常総会について
　１）平成29年度事業報告、正味財産増減計算
　書

　２）平成30年度予算書（案）
　３）役員改選に伴う正副会長選任（案）について

○その他事項
１、総務委員会報告（平成30年度表彰について）
２、麻疹（はしか）拡大防止対策について
３、全建「平成30年度建設工事の施工上の工夫・
　改善、事業提案事例」の募集について
４、防災研修の開催について（平成29年度10月以
　降未受講の方対象）

あいさつする下地会長

第69回通常総会が開かれた

　５月25日、那覇市のＡＮＡクラウンプラザホテル
沖縄ハーバービューで第69回通常総会を開催し
た。
　任期満了に伴う役員改選では、下地米蔵会長
の続投を決定。比嘉森廣副会長、新里英正副会
長、津波達也副会長、仲本豊副会長を再任。上原
惠子副会長は退任。副会長は４人体制となった。
また、源河忠雄常務理事が専務理事に昇格就任。
今後も事務局長は兼任する。
　下地会長は、喫緊の課題である担い手不足につ
いて、「企業の健全な発展の阻害要因になりかね
ない問題。課題解決には、働き方改革やＩＣＴ技
術導入による生産性向上を図り、合わせて労働環
境の改善を図る必要がある」と強調。適正な利潤
を確保し、若者が夢を持って働ける産業にしてい
こうと呼びかけた。
　総会では、平成29年度の決算や事業報告が行
われたほか、30年度の事業計画案などを審議し、
全会一致で承認された。29年度の事業報告では、
社会資本整備の充実並びに協会会員優先活用に
向けた取り組みとして、国土交通大臣へ直轄工事
における県内業者優先活用、県および内閣官房長
官等に那覇空港の機能拡張整備等の要請活動

を行ったことなどを報告。中間前金払規程の採用
に関する要請活動の結果、約８割の自治体が制度
を導入、採用拡大につながっていると説明した。ま
た、今年２月に沖建協と沖縄総合事務局、県の３
者で災害時における緊急的・応急的対策等の支援
に関する「包括的協定」を締結したことを報告、建
設業が行う道路啓開作業は重要な役割であるこ
とを改めて確認した。このほか、昨年新たに取り組
んだ会員限定の工事総合補償制度の導入、会員
の「見える化」実施に向けたキャラクター「あんぜ
んぼーや」のシール配布など、主要事業の報告を
行った。

適正な利潤確保に向け取り組む
第69回通常総会を開催
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議事を進める正副会長

　30年度事業計画では、公共事業予算の拡大確
保や、将来の建設産業を担う若年者の確保・育
成、地域社会に貢献できる組織体制の構築に向
けた取り組みを推進するとした方針を確認。公共
事業予算の確保については、自然災害に強い県土
づくりや良質な社会資本を後世に残すため、計画
的な推進を関係機関などに要請していく。喫緊の
課題である担い手の確保・育成については、今年
も高校生や専門学校生らを対象とした「建設産業
合同企業説明会」などを開催し、若年者の入職促
進を図る。「工事総合補償制度」については、引き
続き会員企業に呼びかけるとともに、協会加入メ
リットとして積極的にＰＲし、会員増強を図ってい
くとした。
　 また、総会に先立ち、県土木建築部優良建設

業者知事表彰と部長表彰に輝いた企業と技術者
の表彰、（一社）全国建設業協会表彰、（公財）建設
業福祉共済団表彰、沖建協表彰が行われた。

1.受注拡大確保に係る要請活動等
　1)公共、民間大型事業への対応
　2)県内企業優先活用の対応
　3)改正品確法に係る「運用指針」の検証並び
　　に「建設企業の適正利潤」に向けた取組み
　4)将来における需要と供給を鑑み格付・発注
　　基準等のあり方の検証

2.若年建設従事者の雇用拡大確保
　1)建設産業のイメージアップへの対応
　2)若年建設従事者確保、育成への対応
　3)産学官連携の強化
　4)技能者の地位向上に向けた「キャリアアップ
　　システム」への取組み
　5)メディア、WEB等の積極的な活用の推進

3.「働き方改革」による労働環境改善への取組み
　1)労働関係法整備に伴う残業の削減、週休二
　　日制度への取組み
　2)離職対策、社会保険未加入対策への対応
　3)関係行政機関との連携による労働環境改
　　善の推進

4.会員メリットへの取組み
　1)会員限定「工事総合補償制度」への会員加入
　　の促進
　2)ワークライフバランス（ＷＬＢ）導入に向け
　　た周知並びに導入企業の評価への促進
　3)防災ネットワークの強化並びに協会・企業
　　評価（ＢＣＰ認定）の推進
　4)技術者確保、育成への対応並びに地域にお
　　ける中核人材の育成
　5)不当要求責任者講習会の実施並びに反社会
　　的勢力への対応
　6)労働安全対策講習会及びＣＰＤ対象講習会
　　等の実施
　7)助成制度活用等による企業負担軽減の推進

5.会員加入拡大への取組み
　1)組織強化並びに地域活動の推進
　2)災害対応空白地帯の解消
　3)会員間の下請活用の推進

平成30年度　協会の主要事業方針

沖建協会報　2018. 6月号 沖建協会報　2018. 6月号

県知事及び全建協会表彰、
建設業福祉共済団表彰、沖建協表彰

平成30年度　県土木建築部優良建設業者等表彰〔知事表彰〕

【土木部門】

「本部港(本部地区)防波堤(沖)工事(H28-7-北振)」
㈱國場組　代表取締役　玉城　徹也
　　　　　現場代理人　仲尾次　太

㈲安護建設工業　代表取締役　安護　宗成
　　　　　　　　主任技術者　仲宗根　猛

「伊那嘉原橋橋梁補修工事(H28)」
沖建(資)　　代表社員　内間　　明

　　　　　　監理技術者　仲間　久也

「県道20号線(泡瀬工区)橋梁整備工事(P２下部工)」
㈱仲本工業　代表取締役　仲本　　豊
　　　　　　監理技術者　金城　弘樹

「市道国際センター線都市モノレール建設工事(下部工Ｈ28-1)」
金秀建設㈱　代表取締役　呉屋　守孝
　　　　　　監理技術者　大城　安克

〈土木部門〉

〈建築部門〉

平成
30年度
平成
30年度



－4－ －5－

議事を進める正副会長

　30年度事業計画では、公共事業予算の拡大確
保や、将来の建設産業を担う若年者の確保・育
成、地域社会に貢献できる組織体制の構築に向
けた取り組みを推進するとした方針を確認。公共
事業予算の確保については、自然災害に強い県土
づくりや良質な社会資本を後世に残すため、計画
的な推進を関係機関などに要請していく。喫緊の
課題である担い手の確保・育成については、今年
も高校生や専門学校生らを対象とした「建設産業
合同企業説明会」などを開催し、若年者の入職促
進を図る。「工事総合補償制度」については、引き
続き会員企業に呼びかけるとともに、協会加入メ
リットとして積極的にＰＲし、会員増強を図ってい
くとした。
　 また、総会に先立ち、県土木建築部優良建設

業者知事表彰と部長表彰に輝いた企業と技術者
の表彰、（一社）全国建設業協会表彰、（公財）建設
業福祉共済団表彰、沖建協表彰が行われた。

1.受注拡大確保に係る要請活動等
　1)公共、民間大型事業への対応
　2)県内企業優先活用の対応
　3)改正品確法に係る「運用指針」の検証並び
　　に「建設企業の適正利潤」に向けた取組み
　4)将来における需要と供給を鑑み格付・発注
　　基準等のあり方の検証

2.若年建設従事者の雇用拡大確保
　1)建設産業のイメージアップへの対応
　2)若年建設従事者確保、育成への対応
　3)産学官連携の強化
　4)技能者の地位向上に向けた「キャリアアップ
　　システム」への取組み
　5)メディア、WEB等の積極的な活用の推進

3.「働き方改革」による労働環境改善への取組み
　1)労働関係法整備に伴う残業の削減、週休二
　　日制度への取組み
　2)離職対策、社会保険未加入対策への対応
　3)関係行政機関との連携による労働環境改
　　善の推進

4.会員メリットへの取組み
　1)会員限定「工事総合補償制度」への会員加入
　　の促進
　2)ワークライフバランス（ＷＬＢ）導入に向け
　　た周知並びに導入企業の評価への促進
　3)防災ネットワークの強化並びに協会・企業
　　評価（ＢＣＰ認定）の推進
　4)技術者確保、育成への対応並びに地域にお
　　ける中核人材の育成
　5)不当要求責任者講習会の実施並びに反社会
　　的勢力への対応
　6)労働安全対策講習会及びＣＰＤ対象講習会
　　等の実施
　7)助成制度活用等による企業負担軽減の推進

5.会員加入拡大への取組み
　1)組織強化並びに地域活動の推進
　2)災害対応空白地帯の解消
　3)会員間の下請活用の推進

平成30年度　協会の主要事業方針

沖建協会報　2018. 6月号 沖建協会報　2018. 6月号

県知事及び全建協会表彰、
建設業福祉共済団表彰、沖建協表彰

平成30年度　県土木建築部優良建設業者等表彰〔知事表彰〕

【土木部門】

「本部港(本部地区)防波堤(沖)工事(H28-7-北振)」
㈱國場組　代表取締役　玉城　徹也
　　　　　現場代理人　仲尾次　太

㈲安護建設工業　代表取締役　安護　宗成
　　　　　　　　主任技術者　仲宗根　猛

「伊那嘉原橋橋梁補修工事(H28)」
沖建(資)　　代表社員　内間　　明

　　　　　　監理技術者　仲間　久也

「県道20号線(泡瀬工区)橋梁整備工事(P２下部工)」
㈱仲本工業　代表取締役　仲本　　豊
　　　　　　監理技術者　金城　弘樹

「市道国際センター線都市モノレール建設工事(下部工Ｈ28-1)」
金秀建設㈱　代表取締役　呉屋　守孝
　　　　　　監理技術者　大城　安克

〈土木部門〉

〈建築部門〉

平成
30年度
平成
30年度



－6－ －7－沖建協会報　2018. 6月号 沖建協会報　2018. 6月号

【土木部門】

「県道114号線港橋橋梁補修工事(H29)」
㈲宮城工務店　代表取締役　宮城　勝広
　　　　　　　主任技術者　平良　慶人

「浦添大公園(Cゾーン)遊具設置工事(H28)」
金秀建設㈱　監理技術者　狩俣　　豊

「小波津川河川改修工事(H28-2)」
㈱美善建設　代表取締役　根保　直樹
　　　　　　現場代理人　平安　賢治

「那覇大橋下部工工事(H28-1)」
㈱丸元建設　代表取締役　糸数　幸恵
　　　　　　監理技術者　野原　　司

「糸満兼城地すべり対策工事(H28)」
㈱巴総業　代表取締役　安谷屋　真里
　　　　　監理技術者　安谷屋　要

「国道390号電線共同溝工事(H28-1)」
㈱南西建設　代表取締役　与那城　敏

　　　　　　監理技術者　與那覇　博克

「高野西里線歩道舗装改修工事(H29)」
㈲大政建設　代表取締役　島尻　典子
　　　　　　主任技術者　池村　武秋

「市道石嶺線都市モノレール建設工事(下部工Ｈ28-３）」
㈱南成建設　代表取締役　屋宜　宣光
　　　　　　監理技術者　前花　正典

「浦添西原線都市モノレール建設工事(地下構造物Ｈ27-NATM)」
㈱國場組　現場代理人　仲宗根　寛志
㈱太名嘉組　代表取締役　名嘉　太助
　　　　　　主任技術者　宮里　智行
國和建設㈱　代表取締役　原田　繁利
　　　　　　主任技術者　仲榮眞　勉

「宜野湾浄化センター水処理施設築造工事(その１)」
㈱大寛組　監理技術者　勢理客　誠

【建築部門】

「首里高校管理･特別教室棟等改築工事(建築１工区)」
南洋土建㈱　代表取締役　比嘉　森廣
　　　　　　監理技術者　上原　光秀

「首里高校管理･特別教室棟等改築工事(建築２工区）」
㈱東開発　代表取締役　仲泊　栄次
　　　　　監理技術者　宮里　英作
㈲北勝建設　代表取締役　新里　勝則
　　　　　　主任技術者　平良　清三

「首里高校管理･特別教室棟等改築工事(建築３工区）」
㈱野原建設　代表取締役　野原　勝己
　　　　　　監理技術者　友利　信勝
大友建設㈱　代表取締役　桃原　芳道
　　　　　　主任技術者　玉寄　兼勝

〔部長表彰〕
〈土木部門〉 〈建築部門〉

一般社団法人全国建設業協会表彰

公益財団法人建設業福祉共済団表彰

■表彰規程第２条４号（会社役員表彰）

砂川　健　㈲砂川興業　代表取締役

■表彰規程第２条７号（団体職員表彰）

我喜屋　良成　沖建協　業務課長

■表彰規程第４条３号（会社表彰）

㈱沖電工

㈱徳里産業

大永建設工業㈱

大成土建㈱

㈱南海土木

■表彰規程第５条（優良従業員表彰）

與座　孝次（共和産業㈱）

平田　　誠（㈱福地組）

新川　　等（オパス㈱）

新川　雅紀（金秀建設㈱）

中島　信行（㈱仲本工業）

儀間　真人（㈱大城組）

比嘉　政則（金秀鉄工㈱）

當眞　嗣政（㈱金城キク建設）

上地　昭栄（㈱照正組）

嶺井　勝彦（光南建設㈱）

吉本　　勲（旭建設㈱）

久志　幸夫（大晋建設㈱）

上原　政光（㈱大成ホーム）

小池　一𠮷（㈱鏡原組）

■個人の部

比嘉　正敏（沖建協本部理事）

安谷屋　智章（沖建協本部理事）

「那覇浄化センター水処理施設地盤改良工事(６工区)」
　㈱大寛組　代表取締役　　大濵　　均
　　　　　現場代理人　　赤嶺　守也

ムトウ建設㈱　代表取締役　武東　愛一郎
　　　　　　　主任技術者　　新垣　良栄

「沖縄県農業研究センター名護支所改築工事(本館・建築１工区)」
㈲国吉組　代表取締役　石川　裕憲
　　　　　監理技術者　澤田　　健

【土木部門】 【建築部門】



－6－ －7－沖建協会報　2018. 6月号 沖建協会報　2018. 6月号

【土木部門】

「県道114号線港橋橋梁補修工事(H29)」
㈲宮城工務店　代表取締役　宮城　勝広
　　　　　　　主任技術者　平良　慶人

「浦添大公園(Cゾーン)遊具設置工事(H28)」
金秀建設㈱　監理技術者　狩俣　　豊

「小波津川河川改修工事(H28-2)」
㈱美善建設　代表取締役　根保　直樹
　　　　　　現場代理人　平安　賢治

「那覇大橋下部工工事(H28-1)」
㈱丸元建設　代表取締役　糸数　幸恵
　　　　　　監理技術者　野原　　司

「糸満兼城地すべり対策工事(H28)」
㈱巴総業　代表取締役　安谷屋　真里
　　　　　監理技術者　安谷屋　要

「国道390号電線共同溝工事(H28-1)」
㈱南西建設　代表取締役　与那城　敏

　　　　　　監理技術者　與那覇　博克

「高野西里線歩道舗装改修工事(H29)」
㈲大政建設　代表取締役　島尻　典子
　　　　　　主任技術者　池村　武秋

「市道石嶺線都市モノレール建設工事(下部工Ｈ28-３）」
㈱南成建設　代表取締役　屋宜　宣光
　　　　　　監理技術者　前花　正典

「浦添西原線都市モノレール建設工事(地下構造物Ｈ27-NATM)」
㈱國場組　現場代理人　仲宗根　寛志
㈱太名嘉組　代表取締役　名嘉　太助
　　　　　　主任技術者　宮里　智行
國和建設㈱　代表取締役　原田　繁利
　　　　　　主任技術者　仲榮眞　勉

「宜野湾浄化センター水処理施設築造工事(その１)」
㈱大寛組　監理技術者　勢理客　誠

【建築部門】

「首里高校管理･特別教室棟等改築工事(建築１工区)」
南洋土建㈱　代表取締役　比嘉　森廣
　　　　　　監理技術者　上原　光秀

「首里高校管理･特別教室棟等改築工事(建築２工区）」
㈱東開発　代表取締役　仲泊　栄次
　　　　　監理技術者　宮里　英作
㈲北勝建設　代表取締役　新里　勝則
　　　　　　主任技術者　平良　清三

「首里高校管理･特別教室棟等改築工事(建築３工区）」
㈱野原建設　代表取締役　野原　勝己
　　　　　　監理技術者　友利　信勝
大友建設㈱　代表取締役　桃原　芳道
　　　　　　主任技術者　玉寄　兼勝

〔部長表彰〕
〈土木部門〉 〈建築部門〉

一般社団法人全国建設業協会表彰

公益財団法人建設業福祉共済団表彰

■表彰規程第２条４号（会社役員表彰）

砂川　健　㈲砂川興業　代表取締役

■表彰規程第２条７号（団体職員表彰）

我喜屋　良成　沖建協　業務課長

■表彰規程第４条３号（会社表彰）

㈱沖電工

㈱徳里産業

大永建設工業㈱

大成土建㈱

㈱南海土木

■表彰規程第５条（優良従業員表彰）

與座　孝次（共和産業㈱）

平田　　誠（㈱福地組）

新川　　等（オパス㈱）

新川　雅紀（金秀建設㈱）

中島　信行（㈱仲本工業）

儀間　真人（㈱大城組）

比嘉　政則（金秀鉄工㈱）

當眞　嗣政（㈱金城キク建設）

上地　昭栄（㈱照正組）

嶺井　勝彦（光南建設㈱）

吉本　　勲（旭建設㈱）

久志　幸夫（大晋建設㈱）

上原　政光（㈱大成ホーム）

小池　一𠮷（㈱鏡原組）

■個人の部

比嘉　正敏（沖建協本部理事）

安谷屋　智章（沖建協本部理事）

「那覇浄化センター水処理施設地盤改良工事(６工区)」
　㈱大寛組　代表取締役　　大濵　　均
　　　　　現場代理人　　赤嶺　守也

ムトウ建設㈱　代表取締役　武東　愛一郎
　　　　　　　主任技術者　　新垣　良栄

「沖縄県農業研究センター名護支所改築工事(本館・建築１工区)」
㈲国吉組　代表取締役　石川　裕憲
　　　　　監理技術者　澤田　　健

【土木部門】 【建築部門】



－8－ －9－沖建協会報　2018. 6月号 沖建協会報　2018. 6月号

一般社団法人沖縄県建設業協会表彰

■表彰規程第４条（優良従業員表彰）
　名嘉　栄子（金秀建設㈱）
　東江　利津子（金秀建設㈱）
　金城　　保（㈱鏡原組）
　平良　勝己（共和産業㈱）
　宮城　　孝（㈱小波津組）
　友利　寛雄（先嶋建設㈱）
　平良　孝一（先嶋建設㈱）
　佐和田　章（㈱大米建設）
　上地　　忍（㈱大米建設）
　屋比久　猛（㈱丸元建設）
　金城　　健（㈱大城組）
　玉城　　進（㈱大城組）
　伊波　靖弘（オパス㈱）
　比嘉　　豊（オパス㈱）
　狩俣　次吉（國和建設㈱）
　内間　康義（座波建設㈱）
　田中　正男（㈱大成ホーム）
　玉代勢　保美（㈱大成ホーム）
　山城　達也（光南建設㈱）
　赤嶺　　清（㈱仲本工業）
　喜友名　朝健（㈱仲本工業）
　新城　　勝（㈱福地組）
　加島　利紀（㈱福地組）
　山城　安次（㈱丸政工務店）
　池間　光得（㈱三和建設）
　友利　　孝（㈱翔南建設）
　末吉　博樹（㈲洲鎌組）
　砂川　英紀（琉穂建設㈱）

乾杯で業界の発展を祈念した

平成30年度建設懇親会
多数の来賓・会員が出席し親交深める

菊地次長下地会長

謝花副知事 新垣委員長

　第69回通常総会に引き続き、「平成30年度の
建設懇親会」が行われ、国、県、市町村の関係者
ら多数の来賓が出席し、会員らと和やかに懇談し
た。
　あいさつに立った下地米蔵会長は、建設業界で
喫緊の課題となっている担い手確保や人材育成
への対応を重点事項として取り組んでいるなか、
高校生や専門学校生を対象とした建設産業合同
企業説明会の開催は一定の成果が出ていると説
明。さらに、今年２月に沖縄総合事務局と県の３者
で締結した災害又は事故における緊急的な応急
対策等の支援に関する包括的協定にふれ、「建
設業協会会員が果たす役割の重要性が増してい
る」として「会員全体で一致団結して取り組んでい
こう」と呼びかけ、「仕事をするごとに適切な利益
が確保できる、若者が夢を持って働ける産業とな
るよう取り組んでいく」と抱負を語った。
　来賓祝辞で沖縄総合事務局の菊地春海次長は
「災害が発生したときに、建設業者が道路啓開や
土砂撤去などを行わなければ、自衛隊や警察も活
動できない。地域の防災力の要となる建設業の
健全な発展に向け、沖総局としても様々な施策を
展開していきたい」とあいさつ。翁長雄志知事（代
読・謝花喜一郎副知事）は「技術者や技能者の高
齢化や若年入職者の減少などの問題が顕在化す

るなか、貴協会が関係団体と連携して実施してい
る『建設産業合同企業説明会』や『おきなわ建設
フェスタ』などの活動に感謝する。県としても建設
業の魅力発信などに、積極的に取り組んでいく」
と述べた。
　その後、県議会土木環境委員会の新垣清涼委
員長の音頭で乾杯し、和やかな雰囲気で親交を
深めた。

■表彰規程第２条３号（協会役員表彰）
　玉城　徹也　㈱國場組　代表取締役
　徳元　直光　光建設㈱　代表取締役
　太田　美範　太田建設㈱　代表取締役
　津波　克守　光南建設㈱　代表取締役　
　長田　幸夫　㈱丸玄建設　代表取締役

■表彰規程第２条４号（会社役員表彰）
　喜名　奎太　㈱大成ホーム　代表取締役
　神谷　　彰　旭建設㈱　常務取締役
　上原　健市　㈱丸政工務店　専務取締役

■表彰規程第２条７号(感謝状）
　吉浜　朝義　沖建協中部支部　事務局長
　源河　忠雄　沖建協　常務理事兼事務局長

■表彰規程第３条３号（会社表彰）
　ムトウ建設㈱
　㈱りゅうせき建設
　㈲仲間海事
　㈱秀光建設
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一般社団法人沖縄県建設業協会表彰

■表彰規程第４条（優良従業員表彰）
　名嘉　栄子（金秀建設㈱）
　東江　利津子（金秀建設㈱）
　金城　　保（㈱鏡原組）
　平良　勝己（共和産業㈱）
　宮城　　孝（㈱小波津組）
　友利　寛雄（先嶋建設㈱）
　平良　孝一（先嶋建設㈱）
　佐和田　章（㈱大米建設）
　上地　　忍（㈱大米建設）
　屋比久　猛（㈱丸元建設）
　金城　　健（㈱大城組）
　玉城　　進（㈱大城組）
　伊波　靖弘（オパス㈱）
　比嘉　　豊（オパス㈱）
　狩俣　次吉（國和建設㈱）
　内間　康義（座波建設㈱）
　田中　正男（㈱大成ホーム）
　玉代勢　保美（㈱大成ホーム）
　山城　達也（光南建設㈱）
　赤嶺　　清（㈱仲本工業）
　喜友名　朝健（㈱仲本工業）
　新城　　勝（㈱福地組）
　加島　利紀（㈱福地組）
　山城　安次（㈱丸政工務店）
　池間　光得（㈱三和建設）
　友利　　孝（㈱翔南建設）
　末吉　博樹（㈲洲鎌組）
　砂川　英紀（琉穂建設㈱）

乾杯で業界の発展を祈念した

平成30年度建設懇親会
多数の来賓・会員が出席し親交深める

菊地次長下地会長

謝花副知事 新垣委員長

　第69回通常総会に引き続き、「平成30年度の
建設懇親会」が行われ、国、県、市町村の関係者
ら多数の来賓が出席し、会員らと和やかに懇談し
た。
　あいさつに立った下地米蔵会長は、建設業界で
喫緊の課題となっている担い手確保や人材育成
への対応を重点事項として取り組んでいるなか、
高校生や専門学校生を対象とした建設産業合同
企業説明会の開催は一定の成果が出ていると説
明。さらに、今年２月に沖縄総合事務局と県の３者
で締結した災害又は事故における緊急的な応急
対策等の支援に関する包括的協定にふれ、「建
設業協会会員が果たす役割の重要性が増してい
る」として「会員全体で一致団結して取り組んでい
こう」と呼びかけ、「仕事をするごとに適切な利益
が確保できる、若者が夢を持って働ける産業とな
るよう取り組んでいく」と抱負を語った。
　来賓祝辞で沖縄総合事務局の菊地春海次長は
「災害が発生したときに、建設業者が道路啓開や
土砂撤去などを行わなければ、自衛隊や警察も活
動できない。地域の防災力の要となる建設業の
健全な発展に向け、沖総局としても様々な施策を
展開していきたい」とあいさつ。翁長雄志知事（代
読・謝花喜一郎副知事）は「技術者や技能者の高
齢化や若年入職者の減少などの問題が顕在化す

るなか、貴協会が関係団体と連携して実施してい
る『建設産業合同企業説明会』や『おきなわ建設
フェスタ』などの活動に感謝する。県としても建設
業の魅力発信などに、積極的に取り組んでいく」
と述べた。
　その後、県議会土木環境委員会の新垣清涼委
員長の音頭で乾杯し、和やかな雰囲気で親交を
深めた。

■表彰規程第２条３号（協会役員表彰）
　玉城　徹也　㈱國場組　代表取締役
　徳元　直光　光建設㈱　代表取締役
　太田　美範　太田建設㈱　代表取締役
　津波　克守　光南建設㈱　代表取締役　
　長田　幸夫　㈱丸玄建設　代表取締役

■表彰規程第２条４号（会社役員表彰）
　喜名　奎太　㈱大成ホーム　代表取締役
　神谷　　彰　旭建設㈱　常務取締役
　上原　健市　㈱丸政工務店　専務取締役

■表彰規程第２条７号(感謝状）
　吉浜　朝義　沖建協中部支部　事務局長
　源河　忠雄　沖建協　常務理事兼事務局長

■表彰規程第３条３号（会社表彰）
　ムトウ建設㈱
　㈱りゅうせき建設
　㈲仲間海事
　㈱秀光建設
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　那覇支部（長山宏支部長）は５月17日、県総合
福祉センターでＣＰＤＳ講習会を開き、監理技術
者や現場代理人ら47人が受講した。土木、港湾、
土地改良工事の今年度改定された積算基準のポ
イント解説などが主な内容で、講師は午前に㈱
ビーイングの池田豊明氏、午後に戸所俊雄氏がそ
れぞれ務めた。
　池田氏は、土木工事における週休２日の必要経
費として補正係数が変更されたこと、ＩＣＴ土木積
算基準について、ＩＣＴ建機使用割合が25％以上
を超える工事が９割以上存在する現状を受け、通
常建機とＩＣＴ建機の稼働率が施工土量により積
算するなどの改定が行われていることをポイントと
してあげた。
　戸所氏は、コンクリートの塩害、中性化などのメ
カニズムや工事成績評定点から見たコンクリート
の品質管理方法などを分かりやすく解説した。

熱心に講義を聴く参加者

支部会員多数が参加した

　今回の講習会では、CPDSの単位を７ユニット
取得できる。

　南部支部（上原進支部長）は５月18日、糸満市
のサザンビーチホテル＆リゾート沖縄で、ＣＰＤＳ
講習会を開催、会員企業から58人が受講した。講
師は戸所俊雄氏が務めた。
　戸所氏は、「工事成績評定点は施工計画書を基
準としている」をテーマに、発注者に評価される施
工計画書の書き方について解説。点数アップにつ
ながる書き方として、①当該工事の評価項目の
チェック②履行確認方法を検討③創意工夫の
入った施工計画書を作成④地元地域に貢献でき
る施工計画書を作成－などをポイントとして挙げ
た。
　また、高評価を得るためには、「工事成績評定点
のしくみを知ることが重要」と述べ、工事成績の評
定項目で、高度技術、創意工夫、社会性等、法令遵
守等の任意項目については実行したときのみ加点

されるとし、実施状況を提出できるとアドバイスし
た。このほか、施工計画書の重要性や立案手順と
留意点などについても解説した。今回のＣPＤＳ単
位は６ユニット。

支部活動報告支部活動報告

■那覇支部　ＣＰＤＳ講習会を開催

■南部支部　ＣＰＤＳ講習会を開催

（左から）下地会長、宜保晴毅豊見城市長、菊地春海沖縄総合事務局次長、
沖縄振興開発金融公庫川上好久理事長、玉城徹也社長（國場組）

（右から）新里英正副会長、仲本豊副会長、謝花喜一郎副知事、比嘉森廣副会長、
真栄里嘉孝県中部土木事務所長、上原惠子理事、喜屋武忠理事

知念章浦添・西原支部長（右から2人目）と支部の皆さん長山宏那覇支部長（右から5人目）と支部の皆さん

下地会長（中央）を囲む長田幸夫宮古支部長（右から５人目）を支部の皆さん 米盛博明八重山支部長（右から２人目）と支部の皆さん

上原国定県土木建築部長（右から4人目）と県土建部幹部の皆さん 和やかに懇親を深めた

（右から）安達隆文沖縄労働局長、源河忠雄専務理事、
上原勇賢（一社）沖縄しまたて協会理事、多嘉良斉県北部土木事務所長菊地沖総局次長（左から２人目）と沖総局幹部の皆さん
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　那覇支部（長山宏支部長）は５月17日、県総合
福祉センターでＣＰＤＳ講習会を開き、監理技術
者や現場代理人ら47人が受講した。土木、港湾、
土地改良工事の今年度改定された積算基準のポ
イント解説などが主な内容で、講師は午前に㈱
ビーイングの池田豊明氏、午後に戸所俊雄氏がそ
れぞれ務めた。
　池田氏は、土木工事における週休２日の必要経
費として補正係数が変更されたこと、ＩＣＴ土木積
算基準について、ＩＣＴ建機使用割合が25％以上
を超える工事が９割以上存在する現状を受け、通
常建機とＩＣＴ建機の稼働率が施工土量により積
算するなどの改定が行われていることをポイントと
してあげた。
　戸所氏は、コンクリートの塩害、中性化などのメ
カニズムや工事成績評定点から見たコンクリート
の品質管理方法などを分かりやすく解説した。

熱心に講義を聴く参加者

支部会員多数が参加した

　今回の講習会では、CPDSの単位を７ユニット
取得できる。

　南部支部（上原進支部長）は５月18日、糸満市
のサザンビーチホテル＆リゾート沖縄で、ＣＰＤＳ
講習会を開催、会員企業から58人が受講した。講
師は戸所俊雄氏が務めた。
　戸所氏は、「工事成績評定点は施工計画書を基
準としている」をテーマに、発注者に評価される施
工計画書の書き方について解説。点数アップにつ
ながる書き方として、①当該工事の評価項目の
チェック②履行確認方法を検討③創意工夫の
入った施工計画書を作成④地元地域に貢献でき
る施工計画書を作成－などをポイントとして挙げ
た。
　また、高評価を得るためには、「工事成績評定点
のしくみを知ることが重要」と述べ、工事成績の評
定項目で、高度技術、創意工夫、社会性等、法令遵
守等の任意項目については実行したときのみ加点

されるとし、実施状況を提出できるとアドバイスし
た。このほか、施工計画書の重要性や立案手順と
留意点などについても解説した。今回のＣPＤＳ単
位は６ユニット。

支部活動報告支部活動報告

■那覇支部　ＣＰＤＳ講習会を開催

■南部支部　ＣＰＤＳ講習会を開催

（左から）下地会長、宜保晴毅豊見城市長、菊地春海沖縄総合事務局次長、
沖縄振興開発金融公庫川上好久理事長、玉城徹也社長（國場組）

（右から）新里英正副会長、仲本豊副会長、謝花喜一郎副知事、比嘉森廣副会長、
真栄里嘉孝県中部土木事務所長、上原惠子理事、喜屋武忠理事

知念章浦添・西原支部長（右から2人目）と支部の皆さん長山宏那覇支部長（右から5人目）と支部の皆さん

下地会長（中央）を囲む長田幸夫宮古支部長（右から５人目）を支部の皆さん 米盛博明八重山支部長（右から２人目）と支部の皆さん

上原国定県土木建築部長（右から4人目）と県土建部幹部の皆さん 和やかに懇親を深めた

（右から）安達隆文沖縄労働局長、源河忠雄専務理事、
上原勇賢（一社）沖縄しまたて協会理事、多嘉良斉県北部土木事務所長菊地沖総局次長（左から２人目）と沖総局幹部の皆さん



－12－ －13－沖建協会報　2018. 6月号 沖建協会報　2018. 6月号

　宮古支部（長田幸夫支部長）は５月25日、県土
木建築部を訪ね、会員企業の優先活用や伊良部
島一周道路などの早期整備、県営宮古公園の早
期着工などについて要請を行った。
　長田支部長は、社会資本整備やその維持管理、
災害時の復旧活動など、建設業が担う地域の役
割は多岐にわたるが、その役割を果たすために
は、安定的かつ持続的な公共事業量の確保が不
可欠と指摘。「宮古支部が地域の建設業としての
役目を果たすため、特段の配慮をお願いしたい」
と訴えた。
　これに対し上原国定部長は今後とも地元企業
に配慮した発注を継続していく方針と説明。伊良
部一周道路については、「今後の土地利用や交通

要請活動をする長田支部長ら宮古支部の皆さん（右）

状況などを踏まえて整備の必要性などを検討して
いきたい」と回答した。このほか、県営宮古公園の
早期整備については、基本設計や環境影響評価
の手続きを進めながら、早期整備に努めていくと
答えた。

支部活動報告支部活動報告

■宮古支部　県土建部に要請活動

　八重山支部（米盛博明支部長）は５月25日、県
土木建築部を訪ね、地元企業の優先活用や予定
工事の早期発注、新空港アクセス道路（一般県道
石垣空港線）の早期開通などを要請した。
　対応した上原国定部長は、今後も八重山圏域の
工事発注については、地元企業が参入できるよう
配慮していくと返答。新空港アクセス道路につい
ては「県としても重点的に整備を進める予定。沖
縄振興公共投資交付金の３分の１程度を同事業
に導入し、早期整備に努めていく」と述べた。
　米盛支部長らはその後、島尻勝広農林水産部
長を訪ね、地元企業の優先活用と最新単価を適
用した予定価格の設定、国営かんがい排水事業
（石垣地区）と連動した事業の推進を要請した。
　また、これに先立ち24日には、沖縄総合事務局
農林水産部の遠藤順也部長を訪ね、国営かんが
い排水事業の予算確保や地元企業の優先活用を
要請した。

上原部長（右）に要請書を手渡す米盛支部長

島尻部長（左）にも要請書を手渡した

沖総局農林水産部で要請活動を行う八重山支部の皆さん（左）

■八重山支部　国・県に要請活動

お 知 ら せ
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　宮古支部（長田幸夫支部長）は５月25日、県土
木建築部を訪ね、会員企業の優先活用や伊良部
島一周道路などの早期整備、県営宮古公園の早
期着工などについて要請を行った。
　長田支部長は、社会資本整備やその維持管理、
災害時の復旧活動など、建設業が担う地域の役
割は多岐にわたるが、その役割を果たすために
は、安定的かつ持続的な公共事業量の確保が不
可欠と指摘。「宮古支部が地域の建設業としての
役目を果たすため、特段の配慮をお願いしたい」
と訴えた。
　これに対し上原国定部長は今後とも地元企業
に配慮した発注を継続していく方針と説明。伊良
部一周道路については、「今後の土地利用や交通

要請活動をする長田支部長ら宮古支部の皆さん（右）

状況などを踏まえて整備の必要性などを検討して
いきたい」と回答した。このほか、県営宮古公園の
早期整備については、基本設計や環境影響評価
の手続きを進めながら、早期整備に努めていくと
答えた。

支部活動報告支部活動報告

■宮古支部　県土建部に要請活動

　八重山支部（米盛博明支部長）は５月25日、県
土木建築部を訪ね、地元企業の優先活用や予定
工事の早期発注、新空港アクセス道路（一般県道
石垣空港線）の早期開通などを要請した。
　対応した上原国定部長は、今後も八重山圏域の
工事発注については、地元企業が参入できるよう
配慮していくと返答。新空港アクセス道路につい
ては「県としても重点的に整備を進める予定。沖
縄振興公共投資交付金の３分の１程度を同事業
に導入し、早期整備に努めていく」と述べた。
　米盛支部長らはその後、島尻勝広農林水産部
長を訪ね、地元企業の優先活用と最新単価を適
用した予定価格の設定、国営かんがい排水事業
（石垣地区）と連動した事業の推進を要請した。
　また、これに先立ち24日には、沖縄総合事務局
農林水産部の遠藤順也部長を訪ね、国営かんが
い排水事業の予算確保や地元企業の優先活用を
要請した。

上原部長（右）に要請書を手渡す米盛支部長

島尻部長（左）にも要請書を手渡した

沖総局農林水産部で要請活動を行う八重山支部の皆さん（左）

■八重山支部　国・県に要請活動

お 知 ら せ
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▼ 概 況

▼ 月別請負金額、単月・累計前年対比の推移

お申し込み・お問い合わせは下記までお願いします。
西日本建設業保証株式会社沖縄支店（担当：小倉、濱岡）
TEL：098－876－1981 　FAX番号：098－876－1985

次の発注者で中間前金払制度が新規採用されました！！
ご受注の際は是非ご利用下さい！！

【中間前金払制度とは】
◆ 請負金額の４０％に相当する前払金に加え、工期と出来高が１／２を超えた時点で、
　 追加で請負金額の２０％を受領できる制度です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈中間前金払制度を新規採用した発注者〉

西原町
請負金額：100万以上

6月１日付

伊是名町
請負金額：150万以上

6月１日付

北大東村
請負金額：１５０万以上

5月１日付

今後も採用が決定した
市町村は随時ご案内致します！

※沖縄市は水道局発注工事となっております。　
※上記の表に掲載されていない市町村は中間前払金を未導入。

お 知 ら せ お 知 ら せ

沖建協会報　2018. 6月号 沖建協会報　2018. 6月号

沖縄県内の公共工事動向（平成３０年4月分）
西日本建設業保証（株）沖縄支店
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▼ 概 況

▼ 月別請負金額、単月・累計前年対比の推移

お申し込み・お問い合わせは下記までお願いします。
西日本建設業保証株式会社沖縄支店（担当：小倉、濱岡）
TEL：098－876－1981 　FAX番号：098－876－1985

次の発注者で中間前金払制度が新規採用されました！！
ご受注の際は是非ご利用下さい！！

【中間前金払制度とは】
◆ 請負金額の４０％に相当する前払金に加え、工期と出来高が１／２を超えた時点で、
　 追加で請負金額の２０％を受領できる制度です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈中間前金払制度を新規採用した発注者〉

西原町
請負金額：100万以上

6月１日付

伊是名町
請負金額：150万以上

6月１日付

北大東村
請負金額：１５０万以上

5月１日付

今後も採用が決定した
市町村は随時ご案内致します！

※沖縄市は水道局発注工事となっております。　
※上記の表に掲載されていない市町村は中間前払金を未導入。

お 知 ら せ お 知 ら せ

沖建協会報　2018. 6月号 沖建協会報　2018. 6月号

沖縄県内の公共工事動向（平成３０年4月分）
西日本建設業保証（株）沖縄支店
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［助成額・助成率］　（　）内は中小企業以外の助成額・助成率

①

②

③教育訓練休暇付与コース 30万円 36万円

MessageMessage ～後輩たちへ～

沖建協会報　2018. 6月号 沖建協会報　2018. 6月号

建設
雇用改善
コーナー人材開発支援助成金の案内

人材開発支援助成金

※認定実習併用職業訓練において、建設業、製造業、情報通信業の分野（特定分野）の場合は経費助成率を30％→45％、45％→60％、
　60％→75％へ引き上げます。

　人材開発支援助成金は、労働者の職業生活設計の全期間を通じて段階的かつ体系的な職業能力開発を効果的に促進するため、雇用
する労働者に対して職務に関連した専門的な知識及び技能の習得をさせるための職業訓練などを計画に沿って実施した場合に、訓練
経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する制度です。企業の人材育成と労働者の職業能力開発のために、ぜひ、ご活用ください。
　
〈平成 30 年 4月１日からの主な改正内容〉
１．キャリアアップ助成金の人材育成コース、建設労働者確保育成助成金の認定訓練コース及び技能実習コース、障害者職業能力開
　発助成金を統合し、助成メニューを７類型（特定訓練コース、一般訓練コース、特別育成訓練コース、教育訓練休暇付与コース、建設
　労働者認定訓練コース、建設労働者技能実習コース、障害者職業能力開発コース）に整理統合しました。
２．労働生産性が向上している企業について支給する割増助成分について、特定訓練コースのみ、訓練開始日が属する会計年度の前
　年度とその３年度後の会計年度と比較する成果主義へ変更しました。
３．制度導入助成について、教育訓練休暇付与コースを新設するとともに、キャリア形成支援制度導入コース及び職業能力検定制度導
　入コースについては、平成29年度限りで廃止いたしました。
　その他詳細はＨＰ（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html）な
　どでご確認ください
　
〈各コースの申請期限〉
○訓練実施計画（訓練様式第１号）
→訓練開始日から起算して１カ月までに提出するようお願いします。
　例：訓練開始日が７月１日である場合、6月１日が提出期限
　　　訓練開始日が７月15日である場合、6月15日
　　　訓練開始日が７月31日である場合、6月30日（6月31日がないためその前日）
　　　訓練開始日が９月30日である場合、8月30日（前月の同日が期限）
　　　訓練開始日が３月29日、30日、31日である場合、いずれも2月28日（2月29日まである場合は29日）
※新たに雇い入れた被保険者のみを対象とした訓練等雇い入れ日から訓練開始日までが１カ月以内である訓練等の訓練実施計画届
　の提出期間については、訓練開始日から起算して原則１カ月前に提出するようお願いします。
※訓練実施計画届提出時において、提出が困難な添付書類がある場合には当該添付書類について訓練開始日の前日までに提出する
　ようお願いします。
※申請期限について平成29年度と取り扱いが異なるのでご留意ください。

特定訓練コース

一般訓練コース

特別育成訓練コース

教育訓練休暇付与コース

建設労働者認定訓練コース

建設労働者技能実習コース

障害者職業能力開発コース

・労働生産性の向上に係る訓練　　・雇用型訓練　　・若年労働者への訓練
・技能継承等の訓練　　・グローバル人材育成の訓練

　上記以外の訓練

・有給教育訓練休暇制度を導入し、労働者が当該休暇を取得して訓練を受けた場合に助成

・一般職業訓練　　・有期実習型訓練　　・中小企業等担い手育成訓練

・安衛法に基づく教習及び技能講習や特別教育
・能開法に規定する技能検定試験のための事前講習
・建設業法施行規則に規定する登録機関技能者講習　　など

・障害者職業能力開発訓練施設等の設置等
・障害者職業能力開発訓練運営費（人材費、教材費等）

・認定職業訓練または指導員訓練のうち建設関連の訓練

※

沖縄労働局職業安定部 
職業対策課  助成金センター
TEL：098-868-1606 
 FAX：098-868-1612

お問い合わせ先

美来工科高等学校出身
新城　照悟さん（23歳）
（株式会社仲本工業　鉄構部）　
しんじょう・しょうご／沖縄市出身／
2013年３月美来工科高校電子シス
テム科卒業／2017年３月西日本工
業大学工学部総合システム工学科電
気電子工学系卒業／2017年４月㈱
仲本工業入社
 
将来の夢：建築関係とは畑違いの電
気学科の卒業だったので、まずは建
築の基本的な知識等をマスターした
いです。その過程で、仕事に関係する
資格を取得していきたいです。

成功する姿を想像してポジティブに！！
　社会に出るということは、学生生活と全く違った環境
に漠然とした不安があると思います。しかし、ステージに
上がる前というのは誰でも緊張するものです。「ミスをし
てしまったら」「みんなと上手く馴染めるだろうか」等々。
でも、そんな気持ちは無視してポジティブにいきましょ
う！　仕事で成功を収めている姿を想像すれば不安も自
信に変わるかもしれません。

柱の寸法精度を計測している写真。このほか外観チェック
や溶接部検査などを行います。

（仮称）サンエー浦添西原海岸計画新築工事の現場。職人さ
んと打ち合わせ。

きな・りつき／沖縄市出身／2015年
３月中部商業高校情報ビジネス科卒
業／2017年３月専修学校サイ・テ
ク・カレッジ環境建築学科卒業／
2017年４月㈱大米建設入社
　
将来の夢：現場での建物の完成図を
しっかりとイメージして、作業の流れ
を頭の中で思い描けるようにしてい
きたいです。

今の自分に出来ることを精一杯やる！！
　落ち込んだときに上司から「今の自分に出来ることを
一つ一つ精一杯やれ」という言葉を頂きました。背伸びを
すれば足元が疎かになり、周りに気を取られ普段出来る
何気ない作業でもミスにつながりかねません。焦らず、
失敗を恐れずに今の自分に出来ることを精一杯やる！そ
のことがスキルアップにそして自信につながります。

中部商業高等学校出身
喜納　律樹さん（21歳）
（株式会社大米建設　建築部）　
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［助成額・助成率］　（　）内は中小企業以外の助成額・助成率

①

②

③教育訓練休暇付与コース 30万円 36万円

MessageMessage ～後輩たちへ～

沖建協会報　2018. 6月号 沖建協会報　2018. 6月号

建設
雇用改善
コーナー人材開発支援助成金の案内

人材開発支援助成金

※認定実習併用職業訓練において、建設業、製造業、情報通信業の分野（特定分野）の場合は経費助成率を30％→45％、45％→60％、
　60％→75％へ引き上げます。

　人材開発支援助成金は、労働者の職業生活設計の全期間を通じて段階的かつ体系的な職業能力開発を効果的に促進するため、雇用
する労働者に対して職務に関連した専門的な知識及び技能の習得をさせるための職業訓練などを計画に沿って実施した場合に、訓練
経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する制度です。企業の人材育成と労働者の職業能力開発のために、ぜひ、ご活用ください。
　
〈平成 30 年 4月１日からの主な改正内容〉
１．キャリアアップ助成金の人材育成コース、建設労働者確保育成助成金の認定訓練コース及び技能実習コース、障害者職業能力開
　発助成金を統合し、助成メニューを７類型（特定訓練コース、一般訓練コース、特別育成訓練コース、教育訓練休暇付与コース、建設
　労働者認定訓練コース、建設労働者技能実習コース、障害者職業能力開発コース）に整理統合しました。
２．労働生産性が向上している企業について支給する割増助成分について、特定訓練コースのみ、訓練開始日が属する会計年度の前
　年度とその３年度後の会計年度と比較する成果主義へ変更しました。
３．制度導入助成について、教育訓練休暇付与コースを新設するとともに、キャリア形成支援制度導入コース及び職業能力検定制度導
　入コースについては、平成29年度限りで廃止いたしました。
　その他詳細はＨＰ（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html）な
　どでご確認ください
　
〈各コースの申請期限〉
○訓練実施計画（訓練様式第１号）
→訓練開始日から起算して１カ月までに提出するようお願いします。
　例：訓練開始日が７月１日である場合、6月１日が提出期限
　　　訓練開始日が７月15日である場合、6月15日
　　　訓練開始日が７月31日である場合、6月30日（6月31日がないためその前日）
　　　訓練開始日が９月30日である場合、8月30日（前月の同日が期限）
　　　訓練開始日が３月29日、30日、31日である場合、いずれも2月28日（2月29日まである場合は29日）
※新たに雇い入れた被保険者のみを対象とした訓練等雇い入れ日から訓練開始日までが１カ月以内である訓練等の訓練実施計画届
　の提出期間については、訓練開始日から起算して原則１カ月前に提出するようお願いします。
※訓練実施計画届提出時において、提出が困難な添付書類がある場合には当該添付書類について訓練開始日の前日までに提出する
　ようお願いします。
※申請期限について平成29年度と取り扱いが異なるのでご留意ください。

特定訓練コース

一般訓練コース

特別育成訓練コース

教育訓練休暇付与コース

建設労働者認定訓練コース

建設労働者技能実習コース

障害者職業能力開発コース

・労働生産性の向上に係る訓練　　・雇用型訓練　　・若年労働者への訓練
・技能継承等の訓練　　・グローバル人材育成の訓練

　上記以外の訓練

・有給教育訓練休暇制度を導入し、労働者が当該休暇を取得して訓練を受けた場合に助成

・一般職業訓練　　・有期実習型訓練　　・中小企業等担い手育成訓練

・安衛法に基づく教習及び技能講習や特別教育
・能開法に規定する技能検定試験のための事前講習
・建設業法施行規則に規定する登録機関技能者講習　　など

・障害者職業能力開発訓練施設等の設置等
・障害者職業能力開発訓練運営費（人材費、教材費等）

・認定職業訓練または指導員訓練のうち建設関連の訓練

※

沖縄労働局職業安定部 
職業対策課  助成金センター
TEL：098-868-1606 
 FAX：098-868-1612

お問い合わせ先

美来工科高等学校出身
新城　照悟さん（23歳）
（株式会社仲本工業　鉄構部）　
しんじょう・しょうご／沖縄市出身／
2013年３月美来工科高校電子シス
テム科卒業／2017年３月西日本工
業大学工学部総合システム工学科電
気電子工学系卒業／2017年４月㈱
仲本工業入社
 
将来の夢：建築関係とは畑違いの電
気学科の卒業だったので、まずは建
築の基本的な知識等をマスターした
いです。その過程で、仕事に関係する
資格を取得していきたいです。

成功する姿を想像してポジティブに！！
　社会に出るということは、学生生活と全く違った環境
に漠然とした不安があると思います。しかし、ステージに
上がる前というのは誰でも緊張するものです。「ミスをし
てしまったら」「みんなと上手く馴染めるだろうか」等々。
でも、そんな気持ちは無視してポジティブにいきましょ
う！　仕事で成功を収めている姿を想像すれば不安も自
信に変わるかもしれません。

柱の寸法精度を計測している写真。このほか外観チェック
や溶接部検査などを行います。

（仮称）サンエー浦添西原海岸計画新築工事の現場。職人さ
んと打ち合わせ。

きな・りつき／沖縄市出身／2015年
３月中部商業高校情報ビジネス科卒
業／2017年３月専修学校サイ・テ
ク・カレッジ環境建築学科卒業／
2017年４月㈱大米建設入社
　
将来の夢：現場での建物の完成図を
しっかりとイメージして、作業の流れ
を頭の中で思い描けるようにしてい
きたいです。

今の自分に出来ることを精一杯やる！！
　落ち込んだときに上司から「今の自分に出来ることを
一つ一つ精一杯やれ」という言葉を頂きました。背伸びを
すれば足元が疎かになり、周りに気を取られ普段出来る
何気ない作業でもミスにつながりかねません。焦らず、
失敗を恐れずに今の自分に出来ることを精一杯やる！そ
のことがスキルアップにそして自信につながります。

中部商業高等学校出身
喜納　律樹さん（21歳）
（株式会社大米建設　建築部）　
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友利　忠彦

新田　孝利

与那城　敏

・沖建協「正副会長会議」（沖建協委員会室）

・沖建協「沖建協役員改選に伴う予備選考委員会」
（沖建協委員会室）

・沖建協「総務委員会」（沖建協委員会室）
・沖縄県建設会館「取締役会」（沖建協委員会室）
・沖建協「役員会」（建労センター）

・沖建協青年部会「広報委員会」（沖建協委員会室）

・沖建協青年部会「役員会」（沖建協委員会室）

・沖縄県建設会館「定時株主総会」（沖縄ハーバービュー）
・沖建協「平成30年度表彰式、第69回通常総会」

（沖縄ハーバービュー）

・沖建協「防災研修エキスパート版（未受講者対象）」
（沖縄産業支援センター）

・沖建協「1級建築施工管理技術検定試験（学科）実力確認テス
ト」（建労センター）
・沖建協「防災研修エキスパート版（未受講者対象）」

（北部生涯学習推進センター）
・沖建協「1級土木施工管理技術検定試験（学科）実力確認テス
ト」（建労センター）
・沖建協「防災研修エキスパート版（未受講者対象）」

（中部建設会館）

・沖建協「防災研修エキスパート版（未受講者対象）」
（建労センター）

・職業能力開発協会「理事会」（那覇市）
・県道路利用者会議「定時総会」（那覇市）
・建災防「安全表彰委員会」（浦添市）
・県産業廃棄物不法処理防止協議会（那覇市）
・建設業関係11団体「春の叙勲祝賀会」（東京都）

・磁気探査協会「総会」（宜野湾市）
・建設業関係11団体「春の褒章祝賀会」（東京都）
・沖縄防災連絡会（那覇市）
・測量建設コンサルタンツ協会「総会」（那覇市）
・県産業教育振興会「常任理事会」（那覇市）
・設備設計事務所協会「総会」（那覇市）
・沖縄非常通信協議会「定期総会及び防災通信講演会」（那覇市）
・鉄構工業会「総会」（西原町）
・日本建設機械レンタル協会沖縄支部「総会」（那覇市）
・建災防「正副支部長会議」（那覇市）
・全国土木技士会「企画運営委員会」（東京都）
・職業能力開発協会「通常総会」（那覇市）
・沖縄労働局「学卒求人の確保及び求人票の早期提出に係る要
請」（那覇市）
・沖縄労働局「『沖縄県建設業Safe-Work運動』運営協議会
（キックオフ会議）」（那覇市）
・防衛協会「総会・防衛講話」（那覇市）
・おきなわ技能五輪・アビリンピック2018推進協議会「幹事会」

（那覇市）
・全国建産連「理事会」（東京都）
・経済団体会議「幹事会」（那覇市）
・舗装業協会「総会」（那覇市）
・実践型訓練「足場の組立等特別教育」（職業能力開発協会）
・生コンクリート工業組合「総会」（那覇市）
・電気管工事業協会「総会」（那覇市）
・沖縄建築賞実行委員会「沖縄建築賞表彰式」（那覇市）
・県環境整備センター「取締役会」（那覇市）
・建設事業協同組合「総会」（那覇市）
・造園建設業協会「総会」（宜野湾市）
・建災防「役員会」（浦添市）
・建設業企業年金基金「理事会及び資産運用委員会」（浦添市）
・消防設備協会「総会」（那覇市）
・建災防本部「理事会・総代会」（東京都）
・おきなわ技能五輪・アビリンピック2018推進協議会「総会」

（那覇市）

・建設業振興基金「監理技術者講習」（浦添市）
・県環境整備課「不法投棄等防止県下一斉パトロール」（名護市）
・全国土木技士会「定時総会・表彰式」（東京都）
・全建「表彰式・総会」（東京都）
・県建設技術センター「定時理事会」（那覇市）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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・土木技士会「役員会」（建労センター）

・沖建協「正副会長会議」（ロワジールホテル）
・沖建協「役員会」（ロワジールホテル）
・沖建協・建産連「建設産業合同企業説明会」

（コンベンションセンター）

・沖建協「新入社員IT活用研修」～6/22（金）迄（建労センター）

・土木技士会「通常総会・特別講演会」
（ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城）

・建産連「通常総会」（ホテルロイヤルオリオン）

・県土木建築部「平成31年度国庫支出金要請に係る意見交換
会」（那覇市）
・沖縄子どもの未来県民会議「総会」（那覇市）
・県雇用対策推進協議会「幹事会」（那覇市）
・県産業教育振興会「生徒研究発表及び総会」（那覇市）
・建築士事務所協会「総会」（那覇市）
・磁気探査協会「磁気探査技士試験問題作成部会」（浦添市）
・県産品奨励月間実行委員会「実行委員会」（那覇市）
・建設業振興基金「1級建築施工管理技術検定試験（学科）」
・電気工事業工業組合「総会」（那覇市）

・土木学会西部支部沖縄会「幹事会」（那覇市）
・就労支援事業者機構「通常総会」（那覇市）

・建災防「通常総会・建災防大会」（那覇市）
・農林水産土木建設会「総会」（那覇市）
・建退共本部「運営委員会・評議員会」（東京都）
・全国建産連「通常総会」（東京都）
・西日本建設業保証「定時株主総会」（大阪府）

・九州建設青年会議「通常総会・意見交換会」（福岡県）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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・沖建協「防災研修エキスパート版（未受講者対象）」
（建労センター）

・冷凍空調設備協会「総会」（那覇市）

・東日本大震災支援協力会議「解散総会」（豊見城市）
・沖縄労働局「労働災害防止連絡協議会」（那覇市）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
1
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金
　
火
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・西日本建設業保証「定時株主総会」（大阪府）

・九州建設青年会議「通常総会・意見交換会」（福岡県）
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お知らせお知らせ

I . 退職金の予定運用利回りの変更について

　中小企業退職金共済法に基づき5年に1度検討を行うこととされており、今回、検討の結果、建退

共の退職金の予定運用利回りが2.7%から3.0%に引き上げられました。

このため、退職金の額に関する政令が改正されました。

※平成15年10月1日以降の掛金納付があり、かつ平成28年4月1日以降に退職金請求事由が発生される者

　については、平成15年10月1日以降の掛金納付分についても3.0%の予定運用利回りが適用されます。

※掛金納付月数が12月以上24月未満の場合、退職金の額は掛金納付額の3～5割程度の額となります。
　

Ⅱ . 退職金の支給要件緩和について

　これまで、掛金納付月数が24月未満の場合については退職金の不支給期間となっておりました

が、これが12月未満に緩和されました。(死亡による場合は12月未満で変更ありません。)

※平成28年3月31日以前に退職金請求事由が発生する方は従来通りとなります。
　

Ⅲ . 被共済者による移動通算の申出期間の延長について

　建退共制度と中退共制度、清退共制度及び林退共制度との間を移動した場合、退職後2年以内で

あった通算の申出期間が3年以内まで延長されました。
　

Ⅳ . 移動通算できる退職金額の上限撒廃について

　これまで、移動通算できる額の上限を超える金額は差額給付金として被共済者に支給しており

ましたが、その上限が撤廃され、全額が移動先の制度に移換できるようになりました。
　

※詳細については、建退共ホームページに掲載しております。

中小企業退職金共済法の一部改正などに伴い、平成28年4月1日から建退共の制度が下記
のとおり変更となりました。　

国
の
制
度

　
　
　つ
の
特
長
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